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重点事業 資料

資料２ー２
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２０２５年度の事業の進捗について
主な重点事業
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報告内容 ７件

山林と農地の再生
と活用

（1）ナラ枯れの調査及び枯損木の計画伐採

（2）市有農地（竹林）の活用

（3）木工品の製作と販売・配布

（4）学校法人玉川学園との連携

（5）伐採木をしいたけ原木として活用する仕組みの構築

「まちだの里山」
の戦略的な情報発
信

（6）「TOKYOつながる里山サミット2025」

（7）内閣府「地方創生SDGs」と連携した取組



◆施工場所

都道１５５号線沿い市有山林

◆施工期間

２０２５年１２月～２０２６年１月

◆枯損木伐採本数

１９本
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• 施行前 • 施行後

重点事業１ 山林と農地の再生と活用
実施内容（1）ナラ枯れの調査及び枯損木の計画伐採



⚫ 農地の活用に向けた調整（小山田エリア）

◆未利用市有農地（現況竹林）を
隣接する農地で耕作を行う農業従事者が活用

• 現地の様子（近景） • 現地の様子（遠景）
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◆活用面積 ２，７１２㎡

◆実施者 ファームマチダ東京株式会社

◆活用開始 ２０２５年７月１日

重点事業１ 山林と農地の再生と活用
実施内容（２）市有農地（竹林）の活用
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◆ネームカードホルダー

◆幼児用おもちゃ、スツール

重点事業１ 山林と農地の再生と活用
実施内容（３）木工品の試作とモニター販売・配布

• 加工前の木材



◆学校法人玉川学園と事業連携協定を締結

◆社会問題化している放置竹林の再生と活用をテーマに
学生へ説明。竹を活用したイルミネーションを実施。

• 市職員による放置竹林問題の解説

• イルミネーションの様子
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出典：Tamagawa Mokurin Projectホームページ

重点事業１ 山林と農地の再生と活用
実施内容（４）学校法人玉川学園との連携

• 市事業連携協定締結の様子



◆ NPO法人による里山保全活動で発生する伐
採木を、しいたけ栽培の原木として市内の
社会福祉法人が利用する仕組みを構築。
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出典：社会福祉法人まちだ育成会ホームページ

• 上 原木入荷作業の様子

• 下 植菌作業の様子

重点事業１ 山林と農地の再生と活用
実施内容（５）伐採木をしいたけ原木として活用する仕組みの構築



重点事業３ 「まちだの里山」の戦略的な情報発信
8 実施内容（６）「TOKYOつながる里山サミット2025」

出典：東京都公園協会ホームページ

◆東京都公園協会主催「TOKYOつながる里山サミット２
０２５」へ後援自治体として参加

◆展示やデジタルスタンプラリーなどの実施に協力



重点事業３ 「まちだの里山」の戦略的な情報発信
9 実施内容（７）内閣府「地方創生SDGs」と連携した取組

出典：CHAKKAホームページ

◆小田急エージェンシー「CHAKKA」×内閣府「地方創生SDGs」による取組

◆ “地域に火を灯す”コミュニティWEBメディア 「CHAKKA」 で小野路竹倶楽部の取組を発信

 記事で紹介した地域が集まるPOPUPイベント「地域着火店」 へ出展（2026年2月21日・22日）
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